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　スナガニ科のスナガニ属 Ocypode Weber, 1795 は，頭
胸甲がほぼ正方形を呈し，側縁に歯を欠くこと，額が眼
窩に比べ著しく狭く，下方を向くこと，眼窩が横長で頭
胸甲の前縁に沿っていること，眼柄が細長いこと，複眼
がややふくらみ，眼柄の腹側全体を占めること，鉗脚が
左右不相称であることなどの形態的特徴 （Sakai, 1976; 
Poore and Ahyong, 2023） や，砂浜海岸の潮間帯上部に巣
穴を掘って暮らす生態的特徴などによって容易に識別さ
れるカニ類である．わが国に産する本属カニ類にはツノ
メガニ O. ceratophthalma (Pallas, 1772)，ミナミスナガニ 
O. cordimanus Latreille, 1818，ホンコンスナガニ O. mor-
toni George, 1982，ナンヨウスナガニ O. sinensis Dai, 
Song and Yang, 1985 な ら び に ス ナ ガ ニ O. stimpsoni 
Ortmann, 1897 の 5種が知られ （淀ほか，2006），近年，
熱帯・亜熱帯性であるツノメガニおよびナンヨウスナガ
ニは分布域を北へ拡大している傾向が様々な地域から報
告されている （例えば，淀ほか，2006; 真野ほか，2008; 
渡部ほか，2012, 2018; 野元ほか，2020; 若林， 2019; 阿部・
鈴木，2025）．このことは地球温暖化による海水温の上
昇に影響されていることも示唆されている （淀ほか，
2006; 真野ほか，2008; 野元ほか，2020）．

　千葉県では本属カニ類として，温帯性種であるスナガ
ニと，熱帯・亜熱帯性のツノメガニ，ナンヨウスナガニ
の 3種が報告されている （千葉県史料研究財団，2003, 
2005; 渡部ほか，2018; 奥野ほか，2021）．本州太平洋岸
におけるナンヨウスナガニの分布は，近年では宮城県に
まで達しているが （若林，2019; 阿部・鈴木，2025），
Huang et al. (1998) が本種の成熟個体とみなしている最
大甲幅 20 mm を越える個体は，渡部ほか （2018） による
と房総半島以北での観察例はなく，北限は伊豆半島南部
であった．しかしながら，千葉県立中央博物館分館海の
博物館の甲殻類コレクションには，体幅 22 mm を越え
る房総半島産のナンヨウスナガニ標本が保管されてい
る．房総半島西岸は相模灘の一部に含まれるが，その相
模灘では 1960年代から類似種ミナミスナガニの記録が
見られる（酒井，1965; 蒲生，1965; 鈴木・倉田，1967; 
Sakai, 1976; 渡部，1976）．Huang et al. (1998) は，最大体
幅が 25.5 mmにまでしか達しないことと河口域で採集
されているという記述，およびカラーで図示された個体
の色彩から，Sakai (1976) によって報告された種は O. 
sinensis である可能性を示唆した．そこで本研究では，
房総半島でナンヨウスナガニの成熟個体の出現した要因

房総半島におけるナンヨウスナガニの成熟個体の記録および
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要　旨　スナガニ科ナンヨウスナガニ Ocypode sinensis Dai, Song and Yang, 1985 の成熟個体を房総
半島から初めて報告する．本種は主に東南アジアの低緯度海域に分布することが知られているが，
同属種のミナミスナガニ O. cordimanus Latreille, 1818 と混同されていた．これら成熟個体の出現が
近年の海水温の上昇に関連している可能性を検討するため，過去に相模灘海域で採集されたミナミ
スナガニと同定された標本群を再検討し，その出現年代についての検証を行った．その結果，これ
らの標本群もナンヨウスナガニに同定され，相模灘一帯では 1960年代から本種の成熟個体が生息
していたことが明らかになり，房総半島を含む相模灘一帯に産するナンヨウスナガニは海水温の上
昇に影響を受けて北進した南方種とは言い切れないことが示唆された．
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が分布の北進と関連して海水温の上昇に影響を受けての
ものなのかを評価する手段として，自然誌博物館に保管
されている相模灘沿岸で採集された “ ミナミスナガニ ” 
の標本を調査し，海水温の上昇が問題視される以前に相
模灘からナンヨウスナガニの成熟個体が採集されている
か否かの検討を試みた．

材料および方法

　調査した標本は千葉県立中央博物館分館海の博物館甲
殻類資料 （CMNH-ZC），神奈川県立生命の星・地球博物
館自然誌資料 （KPM-NH），ならびに川崎市青少年科学
館甲殻類資料 （KMM-CR） として登録・保管されている．
標本の大きさはノギスを用いて計測し，最大甲幅を 
CW，最大甲長を CL と記した．Ocypode cordimanus の
命名者および命名年，ならびに O. sinensis の命名者は 
Ng et al. (2008) に従った．相模灘の定義は Senou et al. 
(2006) に従い，房総半島野島崎から伊豆大島波浮港を経
て伊豆半島石廊崎を結ぶ線の北側で，房総半島の富津岬

と三浦半島の観音崎を結ぶ線より北側の東京湾内湾を除
く水域とした （図 1）．

種の記録

ナンヨウスナガニ
Ocypode sinensis Dai, Song and Yang, 1985

（図 2）

　調査標本．房総半島．CMNH-ZC 1428, 雌，22.7 mm 
CW× 19.5 mm CL, 館山市平砂浦の砂浜海岸，徒手，
1998年 5月 11日，立川浩之採集 ; CMNH-ZC 2985, 雄，
22.8 mm CW× 19.6 mm CL, 南房総市白浜運動広場前の
砂浜海岸，徒手，2016年 5月 12日，柳　研介採集 ; 
CMNH-ZC 2999, 雄，25.1 mm CW× 22.7 mm CL, 勝浦市
部原の砂浜海岸，徒手，2022年 10月 8日，立川浩之採
集．
　相模湾．KPM-NH 615, 雌，15.9 mm CW × 12.8 mm 
CL, KPM-NH 616, 若齢，8.5 mm CW× 7.3 mm CL, 小田
原市御幸の浜，1997年 10月 7日 ; KPM-NH 106162, 雌，
22.5 mm CW× 18.7 mm CL, 鎌倉市，採集年月日不明（酒
井　恒コレクション）; KMM-CR 104, 雌，11.2 mm CW
× 9.1 mm CL, 葉山町一色海岸，採集年月日不明（乾燥
標本）.
　伊豆諸島．KPM-NH 133099, 雌，24.6 mm CW× 19.3 
mm CL, 伊豆大島，1965年 10月，倉田洋二採集（小田
原利光コレクション）．
　分布．タイプ産地は中国の西沙諸島 （Dai et al., 1985）．
他にフィリピン，マレーシア，インドなどのインド・西
太平洋熱帯域から報告がある （Huang et al., 1998）．
　備考．調査した標本は鉗脚掌部裏面に擦音装置となる
顆粒列を欠くこと，眼窩下縁に切れ込みがないこと，尾

図 1．�標本の採集地点．黒丸は調査標本の採集地点 , 実線は相
模灘の境界を示す．

図 2．�ナンヨウスナガニ Ocypode sinensis Dai, Song and Yang, 1985. CMNH-ZC 2999, 雄，背面．勝浦市部原海岸， 
2022年 10月 8日採集．
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節が三角形を呈すること，および第 3顎脚の外肢が座節
のほぼ中央に達することなどの特徴から，ナンヨウスナ
ガニに同定された．また，房総半島で採集された成熟個
体では，鉗脚の背面が山吹色を帯びること （図 2） でも
ナンヨウスナガニの従来の記載に一致したが，成長によ
る変異のため，渡部ほか （2018） や伊藤・崎山 （2024），
阿部・鈴木 （2025） に図示された若齢個体に備わる頭胸
甲の青灰色の虫喰い模様は見られなかった．本研究で調
査した房総半島産の標本は，同半島におけるナンヨウス
ナガニの成熟個体の新記録となる．なお，CMNH-ZC 
1428 は千葉県史料研究財団編 （2005） で図示された個体
そのものであり，これが房総半島における本種の初記録
となるが，性別や体サイズの記載はなされなかった．

考察

　近年，国内各地でスナガニ類の分布の北進に関する研
究がなされているが （例えば淀ほか，2006; 真野ほか，
2008; 渡部ほか，2012, 2018; 若林，2019; 野元ほか，
2020; 阿部・鈴木，2025），房総半島におけるナンヨウス
ナガニの分布と体サイズについて述べたのは渡部ほか 
（2018） だけが知られており，本水域で採集された個体
は甲幅 15 mm未満であったとしている．その一方で 
Sakai （1976） や三宅 （1982） によるミナミスナガニはナ
ンヨウスナガニであることが指摘されているにもかかわ
らず （Huang et al., 1998; 渡部，2018），これまでに相模
灘一帯から採集され，ミナミスナガニに同定されていた
自然誌博物館登録標本の再調査はなされていなかった．
本研究では，房総半島産ナンヨウスナガニの成熟個体の
出現が分布の北進とも関連する海水温の上昇に影響を受
けてのものなのか，相模灘産のミナミスナガニ標本との
比較を行った．

相模灘におけるナンヨウスナガニの分布

　渡部ほか （2012） は，南方系スナガニ類の分布の北進
が起きているのは 1990年代以降である可能性を示唆し
ている．それ以前の相模灘におけるミナミスナガニの記
録として，鎌倉市稲村ヶ崎 （Sakai, 1965, 1976），平塚市
馬入川 （相模川） （Sakai, 1965, 1976; 蒲生，1965），小田
原市早川と酒匂川，平塚市花水川，藤沢市境川，鎌倉市
滑川，逗子市田越川 （蒲生，1965），葉山町 （蒲生，
1965; 渡部，1976; 池田，1981），伊豆大島間伏浜 （鈴木・
倉田，1967） が知られている．本研究で調査した相模灘
各地で得られた標本は，いずれも「ミナミスナガニ O. 
cordimanus」として登録・保管されていたものであるが，
眼窩下縁に切れ込みを欠くことからナンヨウスナガニに
同定された．そのうち，KPM-NH 106162 では採集地の
情報として “ 鎌倉 ” とだけ記されており，採集年月日は
不明であった．しかしながら本標本は酒井　恒博士のコ
レクションに由来し，少なくとも本コレクションが神奈
川県立博物館に寄贈された 1972年以前に採集されたも

のであることから （村岡，1998），Sakai （1965, 1976） の
証拠標本の一つである可能性が考えられる．また，
KPM-NH133099 は 1965年 8月に倉田洋二氏によって伊
豆大島で採集された雌個体であるが，鈴木・倉田 （1967） 
で報告されたミナミスナガニは 1959年に同島間伏浜で
採集された雄である．従って，本研究で調査した伊豆大
島産標本は，論文には使用されなかった追加標本だった
と考えられる．これら 2個体は，いずれも成熟個体とさ
れる体幅 20 mm 以上の雌で，腹肢やそれに備わる剛毛
の発達具合から幼生を放出した後の個体であると判断さ
れた．以上のことから，これらの標本は，海水温の上昇
が問題視される以前から相模灘でナンヨウスナガニの成
熟個体が生息していた証拠となる．
　本研究では，採集年の新しい小田原産の標本 （KPM-
NH 615, 616） と村山ほか （2016） でミナミスナガニとし
て報告された葉山産の標本 （KMM-CR 104） も調査した
が，いずれもナンヨウスナガニであった．加えて，本水
域のモノグラフ （Sakai, 1965） や普及効果の高い図鑑 （武
田，1982） でミナミスナガニとして図示されている個体
も，鉗脚が薄い山吹色を呈することや頭胸甲の背面が青
灰色の虫喰い模様に覆われることなどの特徴から O. sin-
ensis に同定されるものと思われる．ミナミスナガニは
近年の調査によると紀伊半島での出現も稀である （渡部
ほか，2012, 2018; 野元ほか，2020） ことも併せて考える
と，紀伊半島より高緯度水域にあたる相模灘からこれま
でにミナミスナガニとして記録されていた個体の多くは
ナンヨウスナガニであったと考えるのが妥当である．
　インド・西太平洋熱帯域に広く分布するケアシガニ科
のイソクズガニ Tiarinia cornigera (Latreille, 1825) やイワ
オウギガニ科のイボイワオウギガニ Eriphia ferox Koh 
and Ng, 2008 などは房総半島で再生産がなされている 
（Tsuchida and Watanabe, 1991; Tomikawa and Watanabe, 

1992, Eriphia smithii MacLeay, 1838として）．本研究で調
査した外房を含む相模灘一帯におけるナンヨウスナガニ
の成熟個体の出現は，イソクズガニやイボイワオウギガ
ニと同様，低水温への温度耐性の幅が広い熱帯性カニ類
であると推察することもでき，海水温の上昇による影響
とは言い切れないことが明らかになった．また，淀ほか 
（2006） は，ナンヨウスナガニの性質として，波打ち際
からコンクリート構造物で遮られ，巣穴の底部に海水の
浸出がなく，海浜植物が生育する潮上帯の上部に生息す
ることを指摘している．このことから，ナンヨウスナガ
ニは海水温の上昇ばかりでなく，平均気温の上昇が問題
視される以前から相模灘一帯に定着していたことも示唆
された．

自然誌資料を恒久的に保管することの意義

　近年，高緯度地域におけるスナガニ類の種構成の変化
を理解することは，環境教育の教材にもなっている （吉
田ほか，2017）．しかしながら，ナンヨウスナガニの場合，
海水温の上昇が問題視される以前から黒潮の影響によっ
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て分布域に含まれていた相模灘と，近年の海水温上昇に
よって従来熱帯・亜熱帯生物の記録のほとんどなかった
茨城県や宮城県などからの未成熟個体の記録 （若林，
2018, 2019; 阿部・鈴木，2025） は分けて考えるべきであ
る．また，少なくとも相模灘や外房では，高緯度地域で
は若齢個体しか記録されていないツノメガニと，この水
域で成熟個体が得られているナンヨウスナガニをひとま
とめに海水温の上昇に伴う分布域の北進と扱うべきでは
ないと思われる．本研究は，人為的影響によって変動す
る自然環境を構成するそれぞれの種が，過去にどのよう
な状態だったのかを客観的に判断するため，自然誌博物
館に保管されている標本の再調査が必要であることの事
例となった．現生動植物の自然誌資料は，タイプ標本や
論文に使用された証拠標本のように分類学的研究のため
だけのものでなく，「歴史的な視野を考慮しながら，現
在の環境状況と本来あったはずと思われる環境に焦点を
当てる」という環境教育の基本原則の一つ （日本生態系
協会編，2001） にも深く関係するものと考えられる．自
然誌博物館の標本は，100年，150年先の自然環境の変
化を見据えて，計画的に収集され，劣化を防ぐために適
切な管理がなされるべきものであり，それができる学芸
員を配置することが重要であることを改めて強調した
い．
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　 Mature specimens of the semiterrestrial ocypodid crab Ocypode sinen-
sis Dai, Song and Yang, 1985 are reported from the Boso Peninsula, 
central Japan, for the first time. This species, typically found in Southeast 
Asia, has been confused with the congener O. cordimanus Latreille, 1818, 
distributed widely in the Indo-West Pacific regions. To investigate 
whether the presence of these mature specimens correlates with the recent 
increase in sea water temperature around Japan, we re-examined 
specimens identified as O. cordimanus, collected in the nearby Sagami 
Sea, and confirmed their age of occurrence. These specimens were also 
identified with O. sinensis, indicating that mature individuals of this 
species have been present in the Sagami Sea since the 1960s. This finding 
suggests that the presence of O. sinensis in the Sagami Sea, including the 
Boso Peninsula, should not be interpreted as a tropical species migrating 
northward due to rising sea temperatures.
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